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はじめに
ワーク・ライフ・バランスが提唱されて 20 年経
過したが、共働き家庭が増加する中でいまだ母親の
育児負担が大きいのが現状である。第 1 子を出産後
に仕事と家庭の両立の困難から退職する女性たちも
多い。内閣府によると 2017 年度の男性の育児休暇
取得率は 2.8％とわずかであり、男性の働き方の見
直しが要求される中で、家庭を含む地域社会全体で
子育てを支援するワークシェアリングが求められ、
そのためには、意識変容を促す子育て支援講座での
学びが一助を担うと考える。
2000 年以降の意識変容の研究には、山田礼子
（2004）『伝統的ジェンダー観』の神話を超えて : ア
メリカ駐在員夫人の意識変容』や吉川徹編著（2012）
『長期追跡調査でみる日本人の意識変容 : 高度経済
成長世代の仕事家族エイジング』など 女性の生き
方や性別役割分業観などの研究がある。筆者は、意
識変容が生じるためには「気づき」が重要な鍵を握
り、「気づき」を具体的に把握することで、意識変
容過程がより明確になると考え、2015 年発刊の『女
性の学びと意識変容』（1）で 2000 年開講の女性講座
の受講生を対象に講座終了 6 年後にインタビュー調
査し、ライフストーリー法を用いて気づきの分類化
と意識変容のプロセスの検討を試みた。
本研究では、2013 年開講の子育て支援講座の受
講生を対象にインタビュー調査をおこない、新たな
気づきの類型化や意識変容のプロセスの探求を試み
る。さらに、筆者が 2006 年に行った調査研究で表
出した気づきの類型化および意識変容のプロセスと
の比較分析をおこない、意識変容を促す子育て支援
講座の有用性を明らかにする。
１．意識変容理論と気づきの定義
意識変容に関する基礎理論は、カナダの成人教育
学者のパトリシア・クラントンの理論がある
（Cranton 1992）。クラントンはブラジルの農民を抑
圧から解放したフレイレの意識覚醒理論（Freire, P. 
1970＝1984）の影響を受けた J・メジローの意識変
容の理論（Mezirow, J. 1998）を基に意識変容のプロ
セスを構築し（Cranton 1992=1999:206）意識変容の
学びの必要性を述べている。クラントンは意識変容
の学習を「自己を批判的にふり返るプロセスであ
り、私たちの前提や価値観を問い直すプロセスであ
る」（Cranton 1992:146）と述べ、さらに「ふり返り
のプロセスは前提がまさに問い直されているのに気
づくことから始まる」（Cranton 1992=1999:207 ）と
意識変容のプロセスには「気づき」が大きな役割を
果たすことを提示している。しかしながら、クラン
トンは気づきの分析まではおこなっていない。本研
究は、気づきに着目して意識変容プロセスを検討す
る。
なお、ジョン・スティーブンスは気づきを次の 3
点①見、聞き、嗅ぎなど外部世界への気づき、②感
覚的接触、皮膚内に感じるなどの内部世界への気づ
き。この両者は体感的な気づきである。③現実に起
こっている、経験への気づきを超えた、すべての精
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神活動をふくむ、空想活動への気づき、と定義して
いる（Stevens 1971=1982:7-9）。
このスティーブンスの定義を受けて、本研究の
「気づき」の定義は、「学習者の感覚や体感、経験に
よって生じる、新たな発見とし、それに加えて前提
を再確認すること」とする。
２．調査の概要
（１）調査対象者の受講した講座の内容
A 区で行われた子育て支援講座（2）は、「共働き家
族が増える中で、子どもの居場所としての家庭を充
実させるために、家族、地域、皆で子どもを見守
る」ためにワークシェアリングを推奨する講座で
あった。講座の募集チラシに「共働きが増える中、
子育て世代の女性が子どもと接する時間や家事など
工夫しながら子育てをしていると思います。ママ
友・パパ友・おじいちゃん・おばあちゃん、地域の
方と子育てをシェアし、負担や不安を抱え込まない
で子育てするためのヒントを、意見交換も交えなが
ら考えます」と明記しているように、参加者たちが
意見交換をしながら子育てについて考え、意識変容
を促す保育つきの講座である。募集対象者は、共働
きが増える中での子育てに関心がある人で、募集定
員は 20 名、参加費は無料であり実際の参加者は 10
名であった。保育は 2 歳以上の未就学児で定員は 6
名であった。
（２）調査の期間、対象者、方法
調査期間は、2013 年 7 月～ 11 月である。講座参
加者は 10 名であったが、全員育児中や妊娠中の女
性達であり、約 5 ヶ月間に及んで協力可能な対象者
は 6 名（3）（A：44 歳・夫・子ども 1 人 2 歳、B：39
歳・夫・子ども 2 人小学生と幼児、C：39 歳・夫・
子ども 1 人 3 歳、D：35 歳・子ども 2 人 0 歳と 6
歳、E：42 歳・ 夫・ 子 ど も 1 人 1 歳、F：44 歳・
夫・子ども 1 人 2 歳）であった。
調査は、①講座参加者が講座中にふり返る、②講
座終了後にふり返る、③講座終了 1 ヶ月後の 2013
年 8 月 31 日に同窓会をかねて 30 ～ 60 分（4）程度の
インタビュー調査をおこない、講座をふり返える、
④講座終了 3 ヵ月後にあらためてふり返り記述する
という、4 つの方法でおこなった。　　　　　
３．調査結果に基づく気づきの分析
分析は、①対象者の講座中と講座終了後のふり返
り、講座終了 1 ヵ月後のインタビュー調査、インタ
ビューから 2 ヵ月後の対象者のふり返り記述より気
づきを抽出し、それらを類型化し、②気づきの類型
化に基づき、生じた気づきを時系列に分析し、意識
変容プロセスを構築する、方法でおこなう。その
後、③筆者が 2006 年に意識啓発を促す女性講座終
了生に対しておこなった研究との比較をおこない、
気づきや女性の意識変容プロセスの新たな知見の有
無を検証する。
気づきには、本人に自覚がある場合と無い場合と
がある。自覚がある場合は、対象者自身が「気づい
た」と言葉で表現したものを抽出した。自覚が無い
場合（対象者が「気づいた」と言葉で表現しない場
合）は、対象者のふり返りや、記述、インタビュー
の中から気づきの定義「学習者の感覚や体感、経験
によって生じる、新たな発見とし、それに加えて前
提を再確認すること」に該当すると筆者が判断でき
たものを抽出した。
以上のような、それぞれの気づきを組み合わせて
表− 1 のようなマトリックスにすると、67 の気づ
きが見いだされ、いずれも自己や他者、社会に関す
る気づきであった。理論上 72 の類型があるのに対
して、実際の調査結果からは 23 の類型がみられた。
（１）気づきの内容分析
表−１の表頭は、対象者の気づきの対象を分類し
たものである。自分自身のふるまいや考え方に対し
て生じる「自己に関する気づき」、他者あるいは他
者と自分との関係に関する気づきを「他者に関する
気づき」、自分や他者を取り巻く社会構造、社会制
度、社会問題などに関する気づきを「社会に関する
気づき」と名づけた。
さらに細かく分類すると「自己に関する気づき」
では、自分自身のことを知り認める、他者に対する
態度の反省、自己責任や自己改革する気づきである
「自己認識型」、家族との関係の中で生じた自己への
気づき「家族関係型」、社会との関連で生じる自分
自身への気づき「社会関連型」の 3 種類がみられた。
「他者に関する気づき」では、他者の生き方や行
動を知り、自分自身との相違も知る気づき「他者認
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表－１　気づきの類型と数（67）
　　　対象
段階
自己に関する気づき　33 他者に関する気づき　29
社会に関する 
気づき　5
自己認識
12
家族関係
17
社会関連
4
他者認識
6
影響
13
共有
1
共感
6
家族認
3
社会認識
5
??????
?
51
?????
?
47 
?
43
B4.B7.B10
B12.B14.
D5.D8.
E13.
A6.B15.D3
D4.D7.D9.
D11.D13.E2 
F3.
E1.E4.
E14.
A2.B5.B6
B9.F5
A3.B2.B11
C1.C2.D2
D6.E6.E10
B3. B1.B8
C3.E3.
A5.E8. E7.
?
?
4
B13. E5.
.
F1 A4. .
?????
?
4
?
4
C4. E17.E18.
E19
?
0
??????
?
16
?????
?
15
+
13
E20 D10.D12.
E9.F6
A7.A9.E11
E15.
F4 D1E12.F2
?
?
2
A8. A1.
?????
?
1
?
1
E16
?
?
0
.
（注） 表側の数字は気づきの数、アルファベットは、Ａ～ F さん 6 名を表す。各枡目内の数字は、対象者のイ
ンタビューと記述から抽出した気づきを、語られた順序で番号をつけて示したもの。下線は「抑圧に対
する気づき」である。
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識型」と家族に対する新しい認識「家族認識型」、
他者から影響を受けての気づきと、自分が他者へ影
響を与えたことによる気づき「影響型」、他者と自
己がお互いに一つのものを共有しあうことに関する
気づき「共有型」、感情や心理的状態を対象者も同
じように感じて同感したり、理解したりする「共感
型」がみられた。「社会に関する気づき」では、社
会問題、社会構造についての気づき「社会認識型」
がみられた。
表− 1 の表側は、クラントンの意識変容のプロセ
スをうけて、これまでの前提を批判的にふり返り、
前提を覆すという気づきを「発見の気づき」と称
し、さらに前提を再肯定し強めるという気づきを
「確認の気づき」と称した（山澤 2008:69-76）。「確
認の気づき」は、対象者の記述とインタビューの中
で、「確認した、再確認した、改めて…と思った、
実感した、共感した、同感した」などと、再確認し
たと誰もがわかるような言葉が使われている場合
と、ふり返りやインタビューで表れた「発見の気づ
き」を再確認している言葉が表れた場合には「確認
の気づき」とした。つまり、対象者は講座以前に気
づきが生じ、それを再確認する場合と、講座中に発
見の気づきが生じ、その後の学びの中で再確認した
場合とがある。
それぞれのなかで、意識は変わったが行動までに
は直接結びつかない気づきを「意識レベルの気づ
き」、気づいたあと意識レベルにとどまらず、行動
レベルの変容にまで結びつく気づきを「行動レベル
の気づき」と名づけた（山澤 2008:69-76）。
さらに、自己・他者・社会との関係について肯定
的に評価する気づきを「プラス評価の気づき」や自
己・他者・社会との関係について否定的に評価する
気づきを「マイナス評価の気づき」と称した（山澤
2015：187）。
全体をとおして、仕事と子育ての両立のなど難し
さや、家事、育児分担に関する悩みなどの社会や家
族から抑圧されている気づきを「抑圧の気づき」と
称した（山澤 2015：193）。
67 の気づきのうち「自己に関する気づき」は 33、
「他者に関する気づき」は 29、「社会に関する気づ
き」は 5 であった。これは、対象者同士、人間関係
の中で自分自身に対して生じた気づきと他者との関
係で生じたことを意味し、話し合い学習は、気づき
生じやすいといえよう。
類型別にみると 67 の気づきの内訳は、「自己に関
する気づき」33 のうち自己認識型は 12、家族関係
型 17、社会関連型 4 であり、「他者に関する気づき」
29 のうち、他者認識型は 6 、影響型は 13、共有型
は１、共感型は 6、家族認識型は 3、であった。社
会に関する気づき」5 のうちは、社会認識型 5 であ
り、新たな気づきの類型は表れなかった。抑圧の気
づきは 37 であり、その中で「自己に関する気づき」
は 20、「他者に関する気づき」は 14、「社会に関す
る気づき」は 3 であった。
プラス評価の気づきは 60、マイナス評価の気づ
きは 7 であった。プラス評価が多いのは、対象者は
自分自身や他者、社会に対して積極的な気づきが生
じており、学びが発展しているととらえてよいであ
ろう。マイナス評価の気づきの例は、Ａさんが「世
界の中での日本の子育て環境について知る機会がな
かったので、改めて現実を知り、そしてまだまだ、
女性が働きながら子そだてをする社会の状況が整っ
ていない（制度、意識含めて）ということを実感し
ました」と述べ、Ｅさんが「労働力不足の問題は、
今後の日本の問題ではありますが、オランダの
（ワークシェアリング）ように上手く対処していけ
るのか、不安ではあります」と述べるように社会構
造の実態に関するものであり、社会に対する不安を
感じている気づきなどである。
抑圧の気づきは、37 で気づきの半分以上を占め、
全員が抑圧の気づきを生じている。意識レベルで
は、家族認識型以外の類型で生じている。特に家族
関係型が 11 と一番多く、次は影響型が 7 と多い。
中谷（2014：118）が、保育園の保育者は「男女の性
別役割分業には反対だが 3 歳未満の育児を母親が担
うべき」と考えるものが多いと述べるように、働く
女性達は家庭や社会の様々な抑圧を受けているので
ある。
つぎに事例から類型別に気づきの内容を抜粋して
例示する。それぞれの内容を例示すると次のとおり
である。アルファベットとカッコ内の数字は表−1
に対応している。下線は気づきの部分である。
   
１）発見の気づき・意識レベル・プラス評価
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「自己に関する気づき」の①自己認識型は、B
（10）さんが「自分ができることを一生懸命にして
いて、ふり返ってみたら『あー自分は変わっていた
んだなー』と気づいたのです」と述べ、自分自身の
変容を認め肯定的に捉えている。②家族関係型は D
（3）さんが「今の状況をどうにかしたくて夫をどう
変えようかと思っていましたが、実は私の子どもへ
の接し方（仕事第一、子どもはこの次と積極的に家
庭参加しない）を見て夫が不満を持っていたのでは
ないかと思います」と、ふり返り夫への理解を示す
気づきがみられる。③社会関連型は E（4）さんが、
講座で北欧の家族関係を知り「世界一子どもが幸せ
な国」とは、みんなが幸せな国だと思いました」と
社会状況を学ぶことで自分自身の気づきが生じてい
る。
「他者に関する気づき」の①他者認識型は、講座
受講中は育児休暇取得中であった B（9）さんが、
「私は今、仕事をしない専業主婦ですが、専業主婦
も同じような苦労だなって。悩んでいたのは、（仕
事をしている）私だけではないと」と、専業主婦の
受講生の話を聞き他者への気づきが生じている。②
影響型は、A（3）さんが「B さんの話を聞いて、
自分が変わらないと相手も変わらない、ということ
を学びました。感動し胸を打たれました。今の自分
に改めて反省し気づきがありました」と、B さんの
話の内容から影響をうけ気づいたと語っている。③
共有型は、B（3）さんが「仕事をしていたことで、
育児がしっかりできなかったのではないかと、今は
悔やんでしかたがありません。いろいろな方の状況
や心情を聞けて、私だけ悩んでいるのではないのだ
と実感できました。少し心が安らげそうです」と、
同じ状況を共有できている。④共感型は、C（3）
さんが「他の受講生の方と最初にお互いの短所を書
き見せ合いました。私は『すぐクヨクヨ悩んでしま
う』と書いたのですけど、その方も同じように細か
いことを気にしてしまうって書いてあり、あっ私だ
けじゃないと思ってちょっと嬉しかった、それは収
穫でした」と C さんは他の受講生も同じような性
格とわかり共感している。⑤家族認識型は、E（8）
さんが「（保育で）子どもも楽しく遊んで待ってい
られたようです」と、子どもが母親から離れられる
までに成長していることを認識し安堵している様子
がみられる。
「社会に関する気づき」の社会認識型は、E（7）
さんが「特に保育つきということも大きなポイント
でした。さらに単発ではなく 3 回連続というのも
じっくり取り組めて良いと思いました」と、講座が
子どもから離れて学べる保育つきであり、しかも一
回講座ではなく学びを深めることのできる連続講座
が E さんには魅力的であったという気づきをみせ
ている。
２）発見の気づき・意識レベル・マイナス評価
「自己に関する気づき」の①自己認識型は、B
（13）が「人間は変わろうと思ってもそう簡単には
変われないのかもしれません」と自分の体験をふり
返り、変容の難しさを語っている。②社会関連型
は、E（5）さんが、「労働力不足の問題は、今後の
日本の問題ではありますが、オランダの（ワーク
シェアリング）ように上手く対処していけるのか、
不安ではあります」と、オランダと日本を比較し日
本の社会状況を不安に感じる気づきが生じている。
「他者に関する気づき」の①共感型は、「B さんの
お話は、心が震えるところが多く、言葉にならない
気持ちになりました」と、過去において上司が自殺
するという B さんと同様な辛い経験を持つ F（１）
さんは共感の気づきを生じている。②家族認識型
は、A（4）さんが「それぞれの育った環境、おか
れた状況によって、個人の性格によって、家庭の
ルール、やり方は変わっていくとおもうけど、根本
的なところは変わらないのだと思います」と、家族
に関する変容の難しさを認めている。
３）発見の気づき・行動レベル・プラス評価
「自己に関する気づき」の①自己認識型は、C（4）
さんが「何においても自分が変わらなければいけな
いと強く思うようになりました。卑屈な自分とは別
れを告げて、自信を持った自分でありたいと考え、
何か自信を持った自分になれれば生活の中で堂々と
生きていける、そういう自分になりたいと考え、そ
のきっかけになればと、英検準 1 級を受験しまし
た。結果は不合格でしたが次の試験では合格したい
と思っています」と、講座を受講し自信を持つ自分
になるために英語検定準 1 級を受験するという行動
変容を起こす。気づきが生じ意識変容がおこり、短
期間で行動変容までおこすというプロセスがみえ
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る。②家族関係型は、E（17）さんが「夫に対して
は、助けて欲しいことを具体的に言うように心がけ
ています」と、夫にサポートを求めるため、具体的
に話すという行動変容が生じている。
４）発見・行動レベル・マイナス評価
本調査ではこの類型の気づきは生じていない。
５）確認の気づき・意識レベル・プラス評価
「自己に関する気づき」の①自己認識型は、E
（15）さんが講座終了後のふり返りで「2 回目の B
さんの話の、とても心に染みました。『他の人が○
○してくれないと嘆くのではなく、自分がどう考え
行動していくことが大切で、それで周囲も変わる』
という当たり前のようなことを忘れてしまっていた
気がしました」という気づきが生じその後のインタ
ビューで、「自分の心の持ちようが大切であること
を『子育てワークシェアリング』で学びましたの
で、イライラしても考え方を変えることで解決でき
るように感じています。他の人へ影響を及ぼすまで
はなかなかいきませんが、だんだんと良い関係を築
いていけるようにしたいと思っています」と、講座
終了後に生じた気づきをさらに再確認し、自分自身
への認識をかえる気づきが生じている。②家族関係
型は、D（12）さんが「手伝ってくれる主人のこと
も、「手伝って当たり前」と思っているから「何で
もっとやってくれないの？」と思っていたし、それ
がもし 1 人で仕事を抱えて頑張っていたら、夫の存
在がなかったら大変だったろうから、やっぱり家
族って大事です」と、家族の大切さを再確認してい
る。③社会関連型は、E（9）さんが講座 1 回目で
「イクメン、イクメンもどきについてもっと考えて
みよう、子育てとともに（夫と子どもの）イクメン
育てしてみよう」という気づきが生じ、さらに講座
終了後のふり返りで「1 回目の『イクメン、イクメ
ンもどき』のお話では、子どもとともにイクメン育
てをしなくてはと思いました。夫をイクメンに育て
るのと同じに、まだ 1 歳ですが息子も将来のイクメ
ンに育てていきたいと思います」と、再確認の気づ
きが生じている。
「他者に関する気づき」の①影響型は、D（10）
さんが「家族の生活のためにとか、子どもに良い教
育を受けさせたいとか、そういうことがあって仕事
をしようと思ったのだから、家族のいる大事さを
はっと気がついたというか、私の頭の中では、家族
がいて当たり前、仕事八割だったが、やっぱり家族
あってこそだと思うようになった」と家族の存在の
重要性を再確認している。②共感型は、F（4）さ
んが「Ｂさんが、上司が自殺なされて、自分はそう
ならないために、自分の家族と自分の生活、人生を
守るためにどうしたらいいかという話しをされて、
私も若いとき会社退職後に上司がお亡くなりになっ
て、仕事がらみの自殺だったので、共感しました」
と、F さん自身の経験を再確認する気づきが生じて
いる。
「社会の関する気づき」の①社会認識型は、F（2）
さんが「地域のつながりの大切さについて、他の参
加者のお話を伺って改めて大切にしたいなと思いま
した」と、地域住民との関係の大切さを、講座の主
旨であるワークシェアリングという視点から再確認
していることは、学びを深めているといえる。
６）確認の気づき・意識レベル・マイナス評価
「自己に関する気づき」の①家族関係型は、F（6）
さんが「二世帯住居に住んでいる姑とのワークシェ
アリングは難しい」とワークシェアリングの必要性
は感じながらも現実の姑との関係の難しさを確認し
ている。
「他者に関する気づき」の①他者認識型は、A（8）
さんが講座 1 回目で「皆さん仕事を持ちながら何人
も子育てされてきた方が多く、自分はまだまだ一人
目で専業主婦なのに甘えているなあと少し反省」と
就労子育て母親の大変さに対する気づきが生じてお
り、講座終了後のふり返りでも「皆さん大変な状況
でそれぞれ子育てを頑張っていて、私は専業主婦で
一人っ子を育てているのに、毎日へとへとになって
いるのが申し訳ないくらいでした」と、就労主婦の
大変さと専業主婦の甘えを再確認している。しか
し、就業主婦に限らず専業主婦も子育ての悩みは多
く抱えている現状がある（5）。
「社会の関する気づき」の①社会認識型は、A（1）
さんが「世界の中での日本の子育て環境について知
る機会がなかったので、改めて現実を知り、そして
まだまだ、女性が働きながら子そだてをする社会の
状況が整っていない（制度、意識含めて）というこ
とを実感しました」と、子育ての現実を講座で学
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び、就労女性の子育ての困難さを再確認している。
７）確認の気づき・行動レベル・プラス評価
「自己に関する気づき」の①自己認識型は、E
（16）さんが講座受講し「自分がどう考え行動して
いくことが大切で、それで周囲も変わる」という気
づきが生じ、インタビューでは「もしかして自分が
変わったら自分の周りも変わるかもしれないと、今
思いながらやっているところです。自分自身もよい
方向へ変化していきたいという気持ちを持ちまし
た」と自分も変化したいと再確認し行動を起こして
いる。行動変容にまで及んだ確認の気づきが生じた
のは、この事例のみである。
８）確認の気づき・行動レベル・マイナス評価
本調査ではこの類型の気づきは確認できていな
い。
４．明かになった気づきの傾向
本調査で抽出した気づきは、全部で 67 である。
そのうち「発見の気づき」は 51、「確認の気づき」
は 16 であり、発見の気づきが確認の気づきの 3 倍
近く生じている。これは、この講座で学んだことで
対象者が新しい多くの気づきが生じたことを意味
し、講座自体が意識変容を促す役割を担ったといえ
よう。講座中での生じた確認の気づきは 2、講座終
了後、インタビュー、記述で生じたものは 14 で
あった。14 の気づきはどれも講座中で生じた発見
の気づきを対象者たちが、ふり返りをおこなうこと
で、再確認した気づきである。再確認することは、
前提を強める作用がある。対象者たちは、講座での
気づきをさらに強める、確認の気づきが生じてい
る。今後も確認の気づきが生じることによって行動
変容まで進む可能性があるといえよう。
意識レベルの気づきは 62、行動レベルの気づき
は 5 であった。気づきは生じているが、意識レベル
にとどまり、行動におよぶ気づきは 10 分の１にも
満たない。この理由の一つとして、本調査は講座か
ら講座終了 3 ヶ月までの短期間での変容を分析して
いるため、行動におよぶまでの期間が短いことがあ
げられよう。B さんが「人間は変わろうと思っても
そう簡単には変われないのかもしれません」と講座
終了から 3 ヵ月後に述べるように、意識変容は簡単
におこるものではない。だが、行動レベルの気づき
は講座終了 3 ヶ月後の調査で C さんと E さんで生
じており、6 人中 2 人ではあるが 3 ヶ月で行動変容
にまで及んでいることは注目できよう。
本調査で表出した新しい気づきの型は「他者に関
する気づき」の中の家族に対する新しい認識「家族
認識型」、感情や心理的状態を対象者も同じように
感じて同感したり、理解したりする「共感型」の二
つである。この講座は話し合いによる講座で家族に
関する内容であったため、他者の意見や知識、経験
などを聞いて対象者にとって、夫や子どもに対して
新しい認識を持ち、他者の話しを聞いて共感する部
分が多い学びであった。
５．意識変容のプロセス
（１）タイプ別にみた意識変容のプロセス
上記で整理した気づきの類型を用いて、各対象者
のふり返りに基づいて意識変容の流れをみると、
「自己に関する気づき・他者に関する気づき」、「自
己に関する気づき・他者に関する気づき・社会に関
する気づき」の二つのカテゴリーに分けることがで
きる。さらに以下のタイプのプロセスに分類された
（表− 2 参照）。なお、タイプ 1 ～ 9 は 2006 年の調
査（山澤 2015：201）で浮き彫りになったタイプで
あり、本調査では確認できなかったが「自己に関す
る気づき・社会に関する気づき」タイプ 6 も表出し
ている。確認できたのは、タイプ４、5、10、11、
12、13 であり、今回新しく表われたのはタイプ 10
～ 13 である。
（２）タイプ別意識変容のプロセスの事例
表− 2 で明かになったタイプ別の意識変容のプロ
セスの事例を具体的に記述すると以下のとおりであ
る。ここでは、受講生全員が多くの影響を受けた B
さんの事例を紹介する。なお、「」内の最初の（）
内は類型を、下線は気づきの語りの部分、数字は気
づきの順序、太字は「確認の気づき」、斜字は「行
動レベルの気づき」、＊は「抑圧の気づき」を示し
ている。
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表－ 2　タイプ別　意識変容のプロセス
自己に関する気づき・他者に関する気づき
タイプ 1　 自己に関する気づき→他者に関する気づき
タイプ 2　 自己に関する気づき→他者に関する気づき→自己に関する気づき
　 →他者に関する気づき
タイプ 3　 自己に関する気づき→他者に関する気づき→自己に関する気づき　
　 →他者関する気づき→自己に関する気づき
　 →他者に関する気づき
タイプ 4  他者に関する気づき→自己に関する気づき
 C さん：　＊影響型→＊共感型→＊自己認識型 　　
タイプ 5  他者に関する気づき→自己に関する気づき→他者に関する気づき→
 （以後循環する）
 B さん：　＊共感型→＊影響→＊共有型→自己認識型→他者認識型→
 　　　　　＊他者認識型→自己認識型→共感型→他者認識型→自己認識型→
 　　　　　＊影響型＊自己認識型→＊家族関係型
自己に関する気づき・社会に関する気づき
タイプ 6  自己に関する気づき→社会に関する気づき→自己に関する気づき
自己に関する気づき・他者に関する気づき・社会に関する気づき
タイプ 7　 自己に関する気づき→社会に関する気づき→自己に関する気づき→
 他者に関する気づき
タイプ 8　 他者に関する気づき→自己に関する気づき→社会に関する気づき
タイプ 9　 他者に関する気づき→自己に関する気づき→社会に関する気づき→
 他者に関する気づき
タイプ 10  社会に関する気づき→他者に関する気づき→自己に関する気づき→
　 他者に関する気づき
 A さん：　 ＊社会認識型→他者認識型→影響識型→家族認識型→家族関係型 
→＊影響→＊他者認識型→影響型
タイプ 11  社会に関する気づき→他者に関する気づき→自己に関する気づき→
 他者に関する気づき→自己に関する気づき
 D さん：　 ＊社会認識型→影響型→＊家族関係型→＊自己認識型→＊影響型 
→＊家族関係型→自己認識型→＊家族関係型
タイプ 12  自己に関する気づき→他者に関する気づき→自己に関する気づき→
 他者に関する気づき→社会に関する気づき→他者に関する気づき→
 自己に関する気づき→他者に関する気づき→社会に関する気づき→
 自己に関する気づき→他者に関する気づき→自己に関する気づき
 E さん：　 ＊社会関連型→＊家族関係型→＊共感型→＊社会関連型→ 
 影響型→社会認識型→家族認識型→＊家族関係型→＊影響型→ 
＊社会認識型→自己認識型→社会関連型→＊影響型→ 
自己認識型→＊家族関係型→＊自己認識型
タイプ 13  他者に関する気づき→社会に関する気づき→自己に関する気づき→
 他者に関する気づき→自己に関する気づき
 F さん：　 共感型→社会認識型→＊家族関係型→共感型→＊他者認識型 
→＊家族関係型
本調査で表れたプロセスはタイプ 4、タイプ 5、タイプ 10、タイプ 11、タイプ 12、タイプ 13 であり囲み線で
示している。タイプ 10、11、12、13 は今回新しく表出した変容プロセスである。それぞれの型の中の気づき
は、一人につき複数存在する場合があり、囲み線は「行動レベルの気づき、太字は「確認の気づき」、＊は
「抑圧に関する気づき」を含んでいる。
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Bさんの事例
B さんは子どもが 2 人おり、1 人目の育児休暇の
復帰後に家庭と仕事の両立で苦労したためワーク
シェアリング講座に参加したという。第 1 回目の講
座で B さんが、家事参加に消極的だった夫が家事
をするようになったという話しをしたので、筆者
は、ふり返りを促し、第 2 回目の講座で夫が家事を
するようになった理由を受講生に話すことを薦め
た。
クラントン（Cranton 1992＝1999：205）はメジ
ローの、人が人生の危機的な場面に出会った時に
「混乱するようなジレンマに」を経験した時にパー
スペクティブ変容が生じる（Mezirow 1981:14）と
の理論を受けて、離婚や、退職、身近な人の死など
の大きな出来事や人々の影響で意識変容が生じると
述べている。B さんは、上司の過労死、同僚の子の
交通事故死などの体験で家族の大切さを再認識し、
自分自身で働き方の改革や家事の効率化をおこなっ
た結果、夫や同僚からの理解を得るようになる。B
さんは、他者を変えようと頑張るのではなく、自分
自身の意識変容が他者の意識変容を促したとふり返
る。それを聴いた受講生全員が、自分が変容するこ
との大切さに気づいたのである。
次に B さんのふり返りのプロセスを提示する。
講座第 1 回目に「（＊ B1- 共感、発見、意識レベル
型）D さんが、仕事を精一杯こなして子どもや夫と
の時間について苦労されていることに同感しまし
た」と、仕事と家庭の両立の苦労について共感して
いる。B さんの話を聞いた受講生に対して、「（＊
B2- 影響、発見、意識レベル型）私は夫の（仕事と
子育てとの両立について夫がある程度理解を示して
くれたこと）ことで、成功例と思われるとは思って
いなかったので意外でした。この件については「良
かったな」と実感しなければ損だなあと思いまし
た」と他者の感想に影響され、B さんが自己肯定す
る気づきが表れている。そして、「（＊ B3- 共有、発
見、意識レベル型）仕事をしていたことで、育児が
しっかりできなかったのではないかと、今は悔やん
でしかたがありません。いろいろな方の状況や心情
を聞けて、私だけ悩んでいるのではないのだと実感
できました。少し心が安らげそうです」と、他者と
悩みを共有したことで安堵感も感じている。
講座 2 回目「（B4- 自己認識、発見、意識レベル
型）先週の土曜日からの一週間、なぜ自分の家庭内
環境が変化していったのか考え考え考えました。そ
の結果が本日話した内容で、（他の受講生の前で話
す機会をいただいたことは）自分も気づかされる素
晴らしい機会でした」と、ふり返ることで自分を認
識する気づきが生じている。意識変容過程を受講生
に話すことは B さんの気づきにもつながる作業で
あった。
講座 3 回目は、「（B5- 他者認識、発見、意識レベ
ル型）講座に参加された方々とは、今回初めてお会
いしたのですが、こんなにも共感しながら話しがで
きるとは、素晴らしい機会だったと思います。皆さ
んのことをすばらしい存在と感じます。この場だけ
で終わってしますのは惜しいです」と、共感しあえ
る受講生の素晴らしさを認識する気づきがみえる。
さらに、この場だけで終わってしますのは惜しいで
すと、自主グループに発展の可能性も語られてい
る。講座終了後では、「（B7- 自己認識、発見、意識
レベル型）[ 筆者に要請された ] ふり返りは、自分
の価値観を再確認するとても素晴らしい期間、機会
となりました。これからもたまに立ち止まって、自
分をふり返ってみることの大切さを知ることができ
ました」と自分でふり返ることの大切さを認識して
いる。
インタビューでは「（B8- 共感、発見、意識レベ
ル型）仕事もすごく好きでやりたい、でも子どもも
大事で、だから「その仕事が好き！」おっしゃった
方の気持ちがすごくよくわかります」と共感を示
し、「（＊ B9- 他者認識、発見、意識レベル型）私は
今（育児休暇取得中で）、仕事をしない専業主婦で
すが、専業主婦も同じような苦労だなって、悩んで
いたのは私だけではない」と、専業主婦の立場に理
解を示す。さらに「（B10- 自己認識、発見、意識レ
ベル型）自分ができることを一生懸命にやってい
て、ふり返ってみたら『あー自分は変わっていたん
だなー』ということに気づいたのです」と、ここで
もふり返りの重要性に気づいている。
講座終了 3 ヵ月後では、「（＊ B11- 影響、発見、
意識レベル型）今まで自分に自信がありませんでし
た。講座の中で、私の体験について話をする機会を
いただき、他の参加者のかたから、強く感動したな
どの言葉をいただき、自分のしていたことは意味の
あることだったと、自信を持てるようになりまし
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た」と、他の受講生の感想に影響を受け気づきが生
じている。
だが一方では、「（＊ B12- 自己認識、発見、意識
レベル型）私は変わろうと思って変わることができ
たのではありません。いくつかの出来事が私に気づ
きを与えてくれ、必死になっているうちに、いつの
間にか変わっていたのです」と述べる。さらに、
「（＊ B13- 自己認識、発見、意識レベル型）人間は
変わろうと思ってもそう簡単には変われないのかも
しれません」と、意識変容の難しさも示唆する気づ
きもみられる。最後に「（＊ B14- 自己認識、発見、
意識レベル型）私に何か迷いがある時に、何かが私
に気づきを与えてくれるような気がします。ただそ
れは、私が無意識のうちに気づこう、気づこうとし
ていた『意識』がそうさせただけだとは思います
が」と、つけ加える。
それは、まさにクラントン（1992=1999：209）が
自身の研究課題と位置づける「無意識の状態からの
意識変容」である。ショーン（1983：50）は「人は
難問、困難、興味などを理解するにつれて、行為の
中で暗黙のうちにおこなっている理解についてもふ
り返るようになる。その暗黙の理解を表面化し、ふ
り返り、再構築する。そして、将来の行為を具体化
するための理解についてもふり返るのである」と述
べるが、Ｂさんが述べる「私が無意識のうちに気づ
こう、気づこうとしていた『意識』」は、ショーン
（1983：52）が述べる「行為の中の省察」における
知（暗黙知）であろう。
最後に B さんは「（B15- 家族関係、発見、意識レ
ベル型）自分の生活を講座でふり返る機会を与えて
いただき、初めて自分の環境の変化に気づきまし
た。自分が変化していったことに気がつきました。
その結果環境や夫が変化したのかもしれないと考え
たのです」と、自分が意識変容したことで、家族や
まわりが変わったという気づきが生じている。　　
以上のように B さん自身が意識変容することで
夫が家事参加することになり夫婦の関係性も変化す
る発展的な意識変容であり、竹内真純（2007：88）
が「夫の家事参加が多い夫婦や、会話量が多い夫婦
では、夫婦で共有する時間や行動が多く、夫婦の相
互理解度が高い」と述べるように、夫との良好な関
係を構築している。さらに、B さんが意識変容プロ
セスや気づきを講座中にふり返り、発表したこと
は、他の受講生に「自分が変わらなければ回りが変
わらない」という気づきを促した。B さんの気づき
は、自己のふり返りや気づきが他者に影響や共感を
与え、意識変容が生じると共に、他者のふり返り
が、自己のふり返りや気づきになるという相互作用
の意識変容を促す気づきでもある。クラントン
（1992=1999：204）は、講座やワークショップでも
意識変容が生じると述べているように、一人の受講
生に焦点をあてふり返りを促し、それを他の受講生
に発表して学びを共有する方法も意識変容の講座で
は有用と考えられる。
６．‌2006 年の調査研究の気づきの類型及
び意識変容のプロセスとの比較分析
2006 年の調査では、A 市で開講された 2000 年の
講座終了 6 年間を終了生にライフストーリーを語っ
てもらう方法で気づきを類型化し、意識変容のプロ
セスを構築した。今回は講座中と講座終了後に対象
者は感想を記述し、講終了 1 ヶ月後にインタビュー
調査をおこない、講座終了 3 ヵ月後に再度ふり返り
を記述するという方法をとり分析した。その結果、
85 の気づきを確認し、論理上 32 の類型があるのに
対して、実際のデータからは 22 の類型が確認でき
た。さらに、気づきの類型化に基づいて、意識変容
のプロセスには 7 タイプ存在することが確認でき
た。本研究でも同様に分析した結果、同様な知見が
得られた上に、さらに新しい類型とプロセスに関す
る知見も得られた。
調査方法は相違するが、両講座のねらいは、意識
変容を促すことであり、対象者の問題、家族問題、
社会問題に対する悩みは共通するため、気づきの比
較検討を試みた。
本研究の、気づきの類型をみると、ほとんど
2006 年の調査で表れた類型と一致することが明ら
かになった。新しく表出した 2 類型は家族に対する
新しい認識「家族認識型」、感情や心理的状態を対
象者も同じように感じて同感したり、理解したりす
る「共感型」の二つである。家族認識型は保育中の
子どもに関する気づきである。2000 年の講座調査
でも講座中の感想、ふり返りを記述してもらった
が、保育中の子どもに関する気づきは語られていな
かった。前調査では共有型はみられたが、感情を理
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解する共感型は表れなかった。今回は B さんがふ
り返りをおこない、それを講座中に発表したこと
で、それに対して対象者が共感したため「共感の気
づき」が多くみられたと考えられる。
意識変容のプロセスについては、前回同様タイプ
4、タイプ 5 のプロセスが再確認でき新しくタイプ
10、11、12、13 が表明した。この 4 タイプはどれ
も「自己に関する気づき」、「他者に関する気づき」、
「社会に関する気づき」が生じたプロセスである。
しかし、「社会に関する気づき」はどのタイプも少
なく、「自己に関する気づき」と「他者に関する気
づき」がプロセスの進展に多く関わっている。それ
は、対象者はすでに筆者の講義で社会構造や社会問
題、国際問題などを学んでおり、それをふまえた上
で話し合い学習をおこなったため、「社会に関する
気づき」と比べて、「自己に関する気づき」や「他
者に関する気づき」が多いことが推測される。
おわりに
本研究では、子育て支援講座での学びから気づき
の類型、意識変容のプロセスを検討し以下のような
四つの知見が得られた。
第一に、女性の意識変容を促す気づきの類型に関
しては、自分自身を深く見つめなおし新たな自分に
気づく自己認識型、夫や子どもとの家族関係型、他
者の話しや行動に影響されて気づきが生じる影響型
が多いことが明らかになった。内容は育児や家事と
仕事の両立で悩み、他者や社会から抑圧を受けてい
る抑圧に対する気づきも多くみられた。
第二に、新しく 2 類型の気づきが表出した。どち
らも「他者に関する気づき」の家族認識型と共感型
である。
第三に、新たな意識変容のプロセスは 4 タイプで
ある。これにより、女性の学習者の意識変容のプロ
セスは「自己に関する気づき」と「他者に関する気
づき」が多くプロセスの進展に関わることが再確認
できた。
第四に、気づきを促すための方法が二つ浮き彫り
になった。一つめは、受講生に、講座での学びを、
その後のインタビューや記述をしてもらうことで、
何度もふり返りをおこない、そのたびに前提を強め
る確認の気づきが生じ、その結果、受講生が自信を
持つようになるという、前提を強化し学びを深める
という成果もみられた。意識変容を促す講座は発見
の気づきを促すことはもとより、確認の気づきを促
すプログラム構成も重要である。
二つめは、受講生の 1 人の会話内容に焦点をあて
ふり返りを促し、それを他の受講生に発表した結
果、他の受講生に影響や共感を与え、気づきや意識
変容をもたらしたばかりでなく、ふり返りをおこ
なった受講生も他者により気づきが促されたという
相互作用の効果がみられ、今後の講座プログラム作
成に有用であると考えられる。
今後の課題は、事例を増やし気づきの類型や意識
変容のプロセスのタイプのさらなる検討である。今
回の子育て支援講座の受講生の事例は、夫や家族の
ワークシェアに関して「自分自身の意識変容が他者
の意識変容をもたらす」という気づきが多くみられ
た。しかしながら、「夫の時間的余裕が家事時間を
増やすという」（駿河 2011：215）研究結果もあり、
男性の意識変容も重要課題である。今回の参加者は
子育て中の女性のみであったが、男性やや家族に対
する意識変容の子育て支援講座開講が早急に望ま
れ、事例研究を進めることが必須であろう。
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注
（ 1 ）2015 年に発行した拙書『女性の学びと意識変
容』では女性講座終了生の 6 年間の学びによ
る意識変容過程をライフストーリー法の手法
を用いて分析し、意識変容を促す講座の可能
性を追求した。分析方法は、ライフストー
リーから気づきの言葉や文脈を抽出し 83 の
気づきを抽した。気づきには、はじめて気づ
く「発見の気づき」、前提を再確認する「確
認の気づき」、無意識の中の前提が顕在化（意
識化）する「顕在化」、社会や人間関係で抑
圧されていることに気づき「抑圧の気づき」
が表出した。そして、それらの気づきの類型
化を試みた。その結果、論理上 32 の類型が
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あるのに対して、実際のデータからは 22 の
類型が確認できた。さらにライフストーリー
による気づきを基に意識変容のプロセスの構
築も試みた。その結果 9 タイプのプロセスが
浮き彫りになった。
（ 2 ）筆者は A 区で開講された女性学級全 3 回の講
師をつとめた。
（ 3 ）受講生は専業主婦、就業者、育児休暇取得者、
妊婦で子育てや仕事をしながら、または出産
を控えての講座参加であったため、時には状
況が許さず全調査に毎回協力できない受講生
もおり、本調査は 6 名が対象となった。だが、
子育て支援講座の受講生の意識変容の研究は
少なく 6 名であるが貴重な資料と考える。
（ 4 ）対象者によってインタビュー時間に相違があ
る理由は、次の二点である。一つ目は、イン
タビューを行っている間、他の終了生が子ど
もを同室で保育しており、子どもの年齢に
よっては 30 分以上のインタビューは無理が
あったこと、二つ目は終了生の話す内容量の
相違で、時間に差がでたことが起因している。
（ 5 ）2002 年 9 月 21 日放送の NHK スペシャル『叫
び～子育てママ 13 万通のメール ~』では専業
主婦の子育てや家事にたいする苦悩や孤独が
描かれている。
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